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◆研究室紹介
本グループは 2017年にレーザー開発グループに属し
ていたレーザー材料開発チームとオプティクスのグルー
プが統合されて発足しました．本グループでは，最先端
科学と医療・産業分野の幅広い開拓を可能にする高パル
スエネルギー・高繰り返しの革新的なパワーレーザーの
開発に必須となる短パルス化が可能で排熱に優れたレー
ザー材料や高耐力な薄膜などの研究に注力しています．
具体的には，アルカリ土類金属透光性セラミックスレー
ザー材料，広帯域波長変換用の非線形光学結晶，広帯域
化に有効な極低屈折率膜と高屈折率膜との多層構造をも
つ反射鏡や回折格子，ならびに光学素子のレーザー損傷
機構の解明と高耐力化などです．また，最近ではこれら
の研究成果を応用し，レーザー照明用のコンポジットセ
ラミック蛍光体，高性能セラミックシンチレーターや
レーザー照射によるシリカガラスの三次元構造形成と
いった新しい分野にも挑戦しています．

◆具体的な最近の研究テーマと成果

テーマ 成果
希土類添加アルカリ土類
金属フッ化物セラミック
レーザー材料の開発

特許申請

青色 LDによるレーザー
照明用 Ce:YAGコンポ
ジットセラミックの開発

特許申請
国際学会 Student Award受賞

繰り返しパルスレーザー
照射によるレーザー損傷
発生機構の解明

国際学会発表

レーザーによるシリカガ
ラスの三次元構造形成
電子ビーム蒸着による広
帯域・高耐力ナノポーラ
ス膜

特許申請
国際学会発表
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6）Y. Honda, et al.: “Temperature-dependent fluorescence decay and 
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◆学生の声
これから普及する最先端のレー
ザー技術に携われることに魅力を感
じ，この研究室を選びました．現在
はレーザー照明を実現するための新
規蛍光体セラミックスの製作と評価
に取り組んでおります．自分でこの

世にないモノを製作し評価するので，良いサンプル
ができた時の達成感は代えがたいものです．本研究
室は様々なグループから構成されており，多種多様
な分野の人と交流することができ，日々いろいろな
刺激をうけております．また，年次に関わらず，自
由に意見を述べることができ，風通しの良いアット
ホームな雰囲気で研究に取り組んでおります．

 （矢ヶ崎 健太）
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